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 ＪＲ連合九州地方協議会は９月 25 日、福岡市「リ

ファレンス駅東ビル」において、役員および委員（ウ

ェブ出席含む）総勢 41 名出席のもと第 30 回定期委員

会を開催し、2021 年度の活動方針を決定した。 

 冒頭、九州地協を代表して挨拶に立った芦原秀己議

長（ＪＲ九州労組中央執行委員長）は、「新型コロナウ

イルス感染症の影響が長期化する中、労働組合として

組合員の不安や不満をしっかり受け止め共有し、解決に向けて未来を見据え取り組も

う」と述べ、安全の確立、組織の強化・拡大、グループの発展に向けた政策課題の取り

組み、労働条件の改善について所信を表明するとともに、来る衆議院議員選挙における

推薦候補者の全員当選に向けた取り組みを要請した。 

 ＪＲ連合からは森安祐貴交通政策部長が出席し、コロナ禍によってＪＲ産業が置かれ

た苦境をはじめ、政策課題や組織課題等の直近の情勢について報告し、課題解決に向け

政治の取り組みへの協力を要請した。 

 議事では、木村智隆事務局長（ＪＲ九州労組中央執行副委員長）より経過報告及び活

動方針等の議案が提起され、全ての議案が満場一致で承認された。役員選出では、原博

之常任委員、濱田敦史常任委員が

退任し、新たに石田雅人常任委員、

松元治山夫常任委員が選出され

た。最後に、芦原議長の「団結ガン

バロー」で定期委員会を締めくく

った。 


